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名四 道路沿線 の 地質特性 に つ い て

なか　　　　 お　　　　 こ う　　　　 じ

中　　尾 　　浩 　　二 ＊

「

1． ま　え　が 　き

　名 四 （め い し） 国道 は ，近年急激 に 交通 量 が 増加 した

1級国道 1 弓の うち ， 飽和状態 に 達 して い る名古屋
一四

日 市問の バ イ パ ス と して 建設 され た 道路 で あ る （図
一1）。
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図 一1 名 四道路周 辺地質図

図
一2　名四 道距位置 図

　名四国道延長約 36km の うち，木曽川 ， 長良川 （揖

斐 川 ） を は さ む 5451．05m を 道路公団で 有料道路 （名

四 道路） と して 施 工 し，そ の 第一期工 事 は ， さ る 2 月 16

日開通 式 を 迎 えた （図
一2）。 名 四 国道沿 線 は 地形地質上

か ら次 の 3 麭 区 に 分 け られ る。

　　i）　日光 川 ， 庄内川河 口 か ら名古 屋 市 に続 く洪積台

　　　地 の 外線 を な す海岸平野 。

　　ii）　木曽，揖 斐 ，長良三 大河 川 の 河 口 に あ た る濃尾
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　 iil）　桑名 市か ら南西側 の 養老 ， 鈴鹿山脈 につ づ く海

　　　岸
’1z野 。

　 こ の うち名四 道路沿線 は ii） の 木曽，揖 斐 ，長良三 大

河川 の 河 口 に あ た る 濃尾平野の 南端部 で 本報告 は 長大橋

盛 土 な ど の 計画 ，施 工 法決定 の た め に 行 な っ た 数度 に わ

た る ボ ーリ ン グ お よび 土 質試験 な どの 結果 を ま と め た も

の で あ る 。

　地質は 伊勢湾北部 の 三 大河川 の水流 に より流出した土

砂 の 滞 積地盤で あ り，粘土 ，シ ル ト，砂 レ キ か ら地層 が

構成され て お り，第 4期層 の 現世統 に 属す る チ ュ ウ積層

で ，きわ め て 軟弱な様相 を 呈 して い る 。 こ の ように この

付近 は チ ュウ 積層 が 最 も代表的に 発達す る 地 区で ，地質

の 分布状況 は 大体次 の と お りで あ る 。
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2． 地質調査 とそ の 概要

August ，　 ig63

　地質調査 は大略次 の 三 種に 分けて 行 な っ た。

　A 一地 区　　全線陸上部 （盛 土 区間）に お い て ，14 孔，

D ，L．−20m まで 標準貫入 試験お よ び乱 した試料 119 個 ．

乱さな い 試料 16 本 に つ い て ，物理試験全般，一軸圧縮

強度 ， 直接 セ ン 断お よ び圧密試験 を行 な い ，盛土 に 対 す

る安定 ， 支持力，圧密沈下量推定 の 資料 と した 。

　B 一
地区　　木曽川 僑 ，長良 （揖斐）川橋各下部工 に

つ い て は ， 橋台井筒各2 孔計 4 孔 ， 橋脚井筒各 11，13 孔

計 24 孔 ，合計 28 孔 に つ い て 支持層 と 考え られ る洪積

層 まで 掘進 して ，そ の 深度を調査 した 。

　当初橋台井筒 に つ い て 1本お き に ボ ーリン グを行 な っ

た が ，三 大河川 の しか も河 口近 くで は河心が た え ず移動

しな が ら今日 に 至 っ た もの で あ るか らチ ュ ウ積土各層 に

起 伏 が あ り，した が っ て 支持層 と考 え られ る砂 レ キ層 も

河幅全域 に わ た り て 水平 と は 考 え られ ず，また そ の 厚さ

も不 同で ある 。 ま た砂 レ キ 層の 上部 は厚い シ ル ト粘土層

か らな っ て い るが ，部分 的に き らに 薄い 砂 レ キ 層 が 介在

す る こ と も考 えられ る 。 こ の 層 が もし帯水層で 伏流水 を

通 して い る場合 に は 井筒 沈下掘削中 に水 が 吹 き出 し ，支

障 を き た す こ と もあ りうる 。 した が っ て こ の ような こ と

を 正 確に 予知 し ，支持 層 の 深 度を 確 実 に 知 る た め IC他 の

橋脚井筒橋台井筒 に つ い て も各 1 本 ご と に ボーリ ン グを

実施 した 。
こ の さ い 支持層 に つ い て は 大略 の 支持力を推

定す る 資料 と して 標準貫入 試験を 行 な い ，また 参考 に ケ

ーシ ン グ内 の 水位 の変化 を 観察 した 。

　 C 一地区 　　名四 道 路 の う ち 鍋 田 川 （河幅約 150m ）

は ，当初 の 計画 で は橋で わ た る 予定で あ っ た が 計 画 変更

に よっ て 河 川 か ら 吹 き上 げた 土砂 で 埋 め た て る こ と に な

り，本路線申 で も最 も軟 弱 な 地点に 加 えて 10m 以上 の
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高盛土とな る た め ， そ の 地盤 ，地質 お よび地耐力を調査

す る た め に D ．L−20 皿 まで 2 孔 ，

− 40 皿 まで 2孔 にっ

い て 標準貫 入 試験 お よび 乱 き な い 試料 18 本を採取 して

一連 の 物理試験 ， 三 軸圧縮 お よび 圧密試験 を 行 な っ た．

以一ヒ A ，B，C 地区に っ い て 概略を 述 べ る 。

　 2．1． A 一地 区

　 （1） 上部砂層 ，地表 か ら約
一10m まで は貝殻寓値

物 を 含ん だ 細砂層 で N 値 は 10 前後，最小 2 ，場所 に

よ り 30 以 上 を 示す点 もあ る 。 下部 に シ ル ト粘土 層を は

きむ 。 砂質土で ii　 ， 乱 き な い 試料の 採取はで きな か っ た

が ，粒度試験結果か ら砂また は 砂質 ロ
ー

ム に 分 類 き れ

る 。 粒径加積 曲 線 か ら，こ の 層 は 次の 三 種 に 分 け られ

る 。

　  粒径均
一

で レ キ ， シ ル トを 含まな い 中 な い し 細

　　砂 。

　  　シ ル ト粘土 含有量約 30％ で 砂質 ロ
ー

ム n

　  レ キ を 多 く含 み 均 一の レ キ混 り砂 〜砂 質 ロ
ーム

。

　 こ の うち上部砂層 の 全試料の 2／3 が   に属 し，粒径

加積曲線 の 分布範囲 は 図
一一3 に 示す、  は 全体 の 約 114

で 分 布範 囲 は 図一4 に 示 す。  に 層 す る もの は 主 と し

て 撮斐川右岸桑名市内で レ キ 含有量 が 多 く前二 者とは 相

当異 な る r 分布範囲 は 図
一5 に 示す。
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　以上 か ら D
、。 は 砂分 の 多 い 土で 0，01〜0．15　mm ，シ

ル ト分 の 多い 土 で O．002 〜 0．01mm で あ る 。
　 D

、e か ら

参考 に 透水係数を 推定 して み る と 前者 で 起 ・2．3x10
−2

〜10
−4cm

，tsec，後者 で た÷ 10
−4〜4x10

−ficmisec

程度で

あ る 。 自然含水比 は 30％ 前後 と砂 質土 と して は 比 較的

高 く ， 透水性は
一

般 に 良 くな い と判断 きれた 。

　（2 ） 粘 土 層 ，上 部 砂層 の 下 に 粘 土 層 が et　×
’
水 平 に 発

達 し貝殻腐植物 を 多量 に 含む。こ の 層 に つ い て は 乱 さな

い 試料 に つ い て 力学 試験 を 行 な っ た。こ の 層 に は 不規則

に 砂 を含み ，上部砂層 と の 境界に こ の 傾向が 大きい
。 採

取 した 試料中に もポ ケ ッ ト状ま た は パ イ プ状 に 砂 を 含

む 。 上 部で は砂 含有量 が 40％ に 達 し，力学的に は 砂 質

土 と粘性土 の 中間的 な 性質を示 す。 直接 セ ン 断試験 で は

内部墜擦角 φ・＝20
°

を示す もの もあ るが ，粘着力 は小 さ

い 。 深 さが 増 す に し たが い ，シ ル ト，粘土分が 増加 し，

内部摩擦角 も小 さくな る。一軸圧縮強度 q．
・・O．5〜1．O

kg！cm2 で あ る。鋭敏 比 は上部で 4〜7，深 さ が 増 す に し

た が い 鋭敏比 も大 きくな り 10 を 越 し ，

一
軸圧 縮強度 も

0．1〜0．3kg ／cm ま で 低下し，試験の 時，試験器 に 試料

を 立 て る の に も困難 な ほ ど柔 らか い もの も見 受 け られ

た 。 圧縮性 に つ い て は 砂 シ ル ト分の 比較的多い 土 で O．3

〜0，4 の 圧縮指数 ，深度 が 増す に した が い 圧 縮指 数 も増

加 し O．5〜O．7 を 示す 。 な お 圧 縮指数 と 液性限界の 関係

に つ い て は 後 で 述べ る。

　 2．2， B 一地 区

　木曽川 に つ い て は 各孔 と も地表か ら 6〜10m で 砂層

は 終 り，中間層 と して シ ル ト粘土 層 が 30m 余 りっ つ

く。 下部 の 支持層と考えられ る 洪積層は 粘土，シ ル ト，

砂 な どの 混入 した レ キ 層 で 30皿 以上 の 層厚と考 え られ

る 。 上部砂層 は 陸上 部 と 同 じ く貝殻寓植物混 りの 中砂層

と，単純 な中砂層か らな り一般に 軟質で あ る．ま た シ ル

ト粘土層 の 中に 砂 が 混入 して い るの も陸上部と 同 じで あ

る。

　揖 斐川 （長良 川 ） の 上部砂層 は 6 ．5〜9．5m 位 の 厚き

で 木曽川 よ り若干薄 くコ ウ配 も小き い 。中間 の シ ル ト層

は 25 〜 30m 余 りの 厚 さ で 木曽川 と 同 じ く シ ル ト中砂 の

混 入 した もの で一般に 木曽川 よ り薄 い 。 下部層 は 木曽川

に 比べ て レ キ は 丸味を 帯 び て い る が 角 レ キ も所 々 見 ら

れ ，角 レ キ は 石 英 岩 ，チ ャ
ートな どや や 硬質 の もの で あ

る 。 就 レ キ の 大 きさ撮 大 50〜60   位 の 粒径 で あ

る。

　全体的に 色謂は 黒灰色 な どの 無彩色 で 暗色 が 支配 し変

化は な く，臭気強 く，と くに 貝殻醤植物の 混 入 して い る

と こ ろ は 臭気 も一そ う悪臭とな る。こ れ らは河 口 付 近一

帯の 特微 で ある 。

　次 に 地 耐 力 は標 準 貫 入 試験値か ら推 定 す る と木曽川 の

砂 レ キ層 で 100〜250　tfm2 を有す る 。 揖斐 （長良）川 で

土 と基 礎，11− 8

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

は 木曽川 に 比べ て い くぶ ん小 さい が，深 きが増せ ば地耐

力 も増加 す る 。次 に 地盤全体の 傾斜 ，下部工井筒 に 対す

る 支持 力 を 示 す た め に 各井筒 の 刃 口 深度，刃 口付近 の 標

準貫入 試験値を 表一1 に 示 す 。

　　　　　　　　　　　 衷
一1

木 可 「 π「 揖 斐 （長 良）川

姻
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　 2．3． C一地 区

　鍋 田川 は 左岸 （名古屋側） が 昭和 34 年秋伊勢湾台風

に よ り堤 防が 決壊 し，ま た それ に つ づ く田地 もきわ め て

軌弱で 地 盤高 もほ とん ど 0 以下 の 池 沼 とな っ て い た 。
ボ

ーリ ン グ は 池 沼 で
一40m と 一20m の 各 1 孔 ，鍋 田 川

内左岸寄 りで 同 じ く
一40m と 一20m の各 1 孔 ，計 4

孔 に っ い て 5mc ”
と に 標準貫入試験 お よ び 乱 さ な い 試

料 に よ る 力 学試 験 ，物理 試験 を 行 な っ た。こ の 付 近 は 上

部砂 層 を 除い て は 比 較的変化が 少 な く地 層 の 走 向 もほ と

ん ど水平で あ る が ，名古屋一四 日市間で 最 も軟弱な 地盤

で あ る 。

　河心 で は水深 10皿 前後 で あ る 。 細砂 60％ を含 み ，

土粒子 の 比重 2．64，単位体積重 量 は 1．88　t，

，’mS で よ く

締 っ て い る。こ の 下 の シ ル ト粘土 層 は粘土含有量 40％

以上 で
一41　m ま で つ づ く。N 値 は 1〜3．5 で平均 2 で

非常 に ゆ る い
。 含水 比 は 一30 皿 で 最 も大 き く，73％ 液

性限界 81％ と非常 に 危険な状態を呈 して い る 。 また 盛

土 に 対す る 限界支持力以上 の 盛 土 荷重 とな る こ と が 予想

され る の で ，盛土工 法 の 資料 と して 盛土荷重 に よ る圧密

に よ り支持力 の 増加を待ちな がら盛土をつ づ け た。

　左岸堤外地 の 池沼 で は 上部 に 約 7 皿 の 砂層が あ り，

N 値は 15〜17 を有し か な り良く締っ て い る の で 中小

構造物 は こ の 層 に基礎 を置い た 。 以下 は他の 地 点と同じ

く N 値 3〜4 の シ ル ト粘土 層 で
一40m 以 下 ま で つ づ

く。 圧縮指数 Cc は 0．6〜O．8 （平均 O．7）で 液性限界

WL は 60〜90％ 程度で あ る か ら （平均 75％） C 。
・＝

O．009（I」P’L − 10）式 か ら求 め る 圧縮指数 よ りも大 な な値

とな っ て い る。盛土荷重 に よ る圧密沈下量 を 試算した と

こ ろ ，
C

．
＝O．7，　eo ＝1．4，層厚 H ＝40　m ，　po＝14　t！m2 ，

AugUst ，1963
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dP ＝5．32t！m ，盛土高 7m ，底 幅 40m ，盛 ニヒ単位重 量

1．8　t！m3 とす る と ，

　　　　・一鵡 軸 ・轟
か ら 8÷ 165c 皿 と な る。

　以 上 か ら考え る と盛土高 き は 10m 以土 に な る所 もあ

り Cc も最大 0．8 で あ り，p。も後 で 述べ る よ うに ，各

点で 上 層厚 の 荷重を ま と もに 受けて お らず ， 相当大 きな

沈下が 予想され る。

　しか しな が ら工 期の 関 係 で 当地 区 は 上工 完 了後引き続
い て 舗装工 事を施工 す る こ と に な り た の で 他 の 工 区 の よ

うな 高級舗装を行な わず ，あ る 程度 の 沈下 を 終了 きせ て

か ら，改め て 施工 す る こ とに した 。 そ の 他ノ
EJ
先 の 保護

に は ，
PC 矢板打ち込 み ，ソ ダ 沈床 ， 押 え盛土，構造物

の 縦万向の 不 同 沈 下 に 対 して は 施 工 目 地 な ど を用 い た。

3， 各試験値間の 相互 関係

　当地方で は長良川河 ロ ダ ム ，大遊園地，空港 ，ま た 名

四道路第二 期工 事 な ど ， 他 の 土 木 工 事 も完了され て い る

が 沿 線 の 地 質特 性 を 大略 ま とめ 報告 と し向簑の 資料と し

て何 か の 役に 立 て ば幸 と思 う。

　つ ぎに 深度と試験値の 関係 ，お よ び各試験値間の 柑 互

関 係 に つ い て 述 べ る 。

　3．1． 深度 と各試験値 の 関係

　（1） N 値　　標準 貫入 試験値 N は 図一6 に 示 す よ

うに 地 表 か ら
一10m ま で の ，い わ ゆ る上 部砂層で は 2

〜30 で ， ほ とん どが 10 前後に 集中 して お り
一10m 以

下 ，す な わ ち シ ル ト粘 土 層 に 入 る と 急 激 に 減少 し ，− 15

皿 以下 で は 0〜5 で 平均 3 位で 下部洪積層 との 境界ま

で つ づ く。 資料の 抽出の 方法 に もよ る が 桑名側 で は
一

30m を 過 ぎた地 点，木 曽岬方面で は
一40m 付近 で 急

激 に N 値 は増す 。 これ は そ の まま各深度 に お け る 土

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N　値

　 　 　 　 　 　 　 　 21〕　 　 4G．　 　 らt　 　 SCト　 　 LDコ
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性 ・支持力の 変化を 示す も

の と考え られ る 。

　 （2） 土 粒子の 比重 ， 単

位体積重量　 図一7 お よ び

図一8 に 示 すが ，土 粒 子 の

比重 は 2．6〜2．7 の 間に 分

布 し
一20m まで の 砂 層 ，

お よ び 砂 混 りの 粘 性 土 は

2．66 以 上 を示 し，− 20m

以 布 一40m ま
一tfは 2．65

以下 とな り 一40m 付近 で

再び大 きくな る 傾 向 を 示

す 。

E

⊥Lt

麌

15
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　単位体積 重 量 は 間 ゲ キ 比 ， 含水比 との 関係 もあ る が ほ

ゾ 土 粒子 の 比 重 に 比例 し
一10m 付 近 で 1．8　tfm ”

　一　30

m 付近で 最小 の 平均値 1．55t！m3 位 を 示 し ， 以下急激

に 大 きくな る 傾向を示 して い る 。 こ れ は 下部砂 レ キ 層 に

向 っ て も圧密沈下 現象 に よ る問 ゲ キ水 の 排水が 行 な わ れ

る と と もに 一30m 付近 の 圧密現象が 最 も遅れ て い る と

考 え て も良い と思 う。

　 （3）　 粒 径 分 布 　　図一9 に 示すが ， 上 部砂層 （− 10

m 迄） の ほ と ん どは 砂 で 80〜90％ ，場所 に ょれば 90
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図
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95 以上が砂 で あ る。以下急激 に 砂 の 含有率 は減 り，−

30m で は 10％ 以 下
一30m を過 ぎる とまた 急激 に 増

し 一40 皿 で は 90％ を示す もの もある 。 シル ト粘土 は

上部砂層中で は 0〜5％ 位 ，− 30m 付近 で は シ ル ト 40

〜 45％ ，粘土 も
一30m 付近 で 40〜45％ で 最大値 を示

し 一40 皿 を過 ぎる と順次ま た シ ル ト粘土 の 含有率 は 減

る 。 なお上部砂層の 均等係数 は 2 で きわ め て まれ な 単粒

で あ る 。

　（4）　自然含水比 ， 液牲限界 ， 塑性指数　　図
一10，図

一11，図一12 に 示す 。 自物含水 比 は 上 部 砂 層 で も 25〜30

％ 以 下直線的に 増加 し 一30m で 70〜8e％ ，再 び 減少

して 一40m 以下 で は 上 部砂層と同程度 とな るが ，砂 レ

キ 層巾で の 含水 比 は は っ きりし な い 。 土 粒子 の 比重，単

位体積 重 量 お よ び 粒度分布 と対照的 な 分布を して い る 。

液性限界は 大体 自然含水比と平行 で あ る が場所 に よ っ て

は 液性限界を超 え る 自然含水比 を 示す もの も 2
，
3 あ り，

乱す こ とは 避 け ね ば な らな い 。

E

一13

尽 　　一一20

舅曼

一1．D

瞑 一20

黙
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一40

20
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40 6e 601 ：；

20
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図
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　塑性指数 の 分布状況 は 液性限界，自然含水比 と類似 し

て お り．ま た前 二 者 と 同 じ く名古屋 側 で 大 き く四 日 市に

向 っ て 順次小さ くな っ て い る の は 粒度の 分布状況 と一応

合致 す る もの で あ る 。

　す な わ ち代表的な 例 を 挙げ る と 名古屋 の シ ル ト粘土層

土 と基礎 ，11− S

N 工工
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中 で の 最小 の 有効径 D 、o＞ O．001　mm 　｝c 対 し桑名側 胴

じ く D
且。＞ 0．001   で あ るが D ，。 1ま 名古屋側 で De

。

− 0．014  に 対 し桑名側で 1）6，・＝O．035 を 示 し て い

る。

　（5 ） 一軸圧縮強度 破壊 時歪 量 ε，先 行 荷重 p 。，圧 密

係数 Cv ， 体積変化率 M
。 ， 圧縮指数 Cc 　 e は 5％ 前

後 で あ るが 桑 名側 で は一般 に 大き く 10％ る超 え る もの

もあ り， 名古屋 寄 りで

は 桑名方面 に 比べ て 小

さ く 一30m 付近 で は

5％ よ り小 さ な もの も

か な りあ る 。 P。 は 図
一

14 の とお りで あ る 。

点線 は単位 体積 重 量

1．8t！m3 と す る と き，

実線 は 地下水位 と地盤

高が ほ ぼ一致す る の で

水 の 浮力を 考慮 した場

合の 先行荷重 で あ る 。

大半 は 両者 の 中閤 に 分

匚　 一10
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艇
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布す る が 一20 皿 以下 で は実線で 示す よ り小 さ い 値 とな

っ て い る 。 こ れは 地盤生成以後 まだ時間経過 が 短 か く圧

密 過 程 に あ り不 安定 な状況 に あ る た め と考 え られ る 。

−

10 【n 付 近 で点線 で示 す 値 よ り大 きい もの もあ る が こ れ
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は 地盤生 成過程 に お い て 滞積流失 が繰 り返 し行 な われ た

こ とを示 して い る の で 当然 の こ と と 考 え られ る 。

　圧密係数 Cv は 図
一15 に 示すが 0．2〜0．3x10

−1，−

30m 付近 で O．4x10 − 2
を 超 え る もの もあ る が ，い ず れ

に して もきわ め て小 さな もの で ， 自然土被圧および盛土

荷重 に よ る圧密沈下 に 非 常に長時閣要す こ とが予想 され

る 。 体積変化率 Mv は 図一16 に 示すが ， 深 さに よ る差

異 は 明確 に は現われな い 。

　圧縮指数 Ce は 図
一17 に 示すが シ ル ト粘土含有量 ，

自然含水比な どの 分布状 況 に 非常 に 似 た分布 を示す 。 以

上 か らもっ と多 くの 資料 を今後整理 して 行けば自然含水

比 w
， 液性限 界 WL ，圧 縮指数 Cc，塑 性指数 1p，単位

体積重量 r，お よ び標準 貫入試験値 亙 粒度組成図な ど

の 相互間に 何 らか の 地質特性 の 関係が得られ る と思 う。

な お 図一18 に一軸圧縮強度 g の 分布図を示す 。
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3．2． 各試験値間 の 相 互 関係
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図一18

　今まで 種 々 の 報告 に よ り圧縮指tw　Ce と液性限界 IVL

の 関係，粘土 含有量 と 塑 性限界 Wp の 関 係 な ど に っ い

て 述べ られ て い る が 各 地 方 の 地盤 生 成遇 程 ， 粘性土 の 種

類母岩な どに よ り独 自の 関係が あ る と思われ る 。 そ こ で
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当 地 区 で 求 め た 資料を もと に あ る 程度 の 関係 が 得 られ た

もの に つ い て 述 べ る 。

　（1） 圧 縮指数 Ce と 液 性隈 界 ML の 関係

　一般に C6・＝O．009（WL − 10），大阪粘土 で C ‘
＝・O．Ol1

（IVL− 12） と い われ て い るが 当地方 に お い て は 図一19
に 示す よ うに 液 性 限 界 の 小 さ い もの ， す な わ ち粘土含有

量 の 少な い もの は 大阪粘土 に 似 て お り液性限界が 大 き く

な る と
一

般 に い わ れ て い る Cc＝0．009 （VVL − 10） iこ似

る が ，大半 は 両者 の 間に 分布 して お り液性限 界試験 を て

い ね い に 行 な え ば圧縮指数を推定す る こ とが で きよ う。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図一TS

　（2）　粘土含有量と液性限界 ，塑性 指数 の 関係

　図一20 お よ び 21 に 示 す よ うに粘 土 含有量 C と液
’
性限

界 ，塑性指数 の 間に は 大体直線的 な 関係 が 認 め られ た。
C − 819（WL − 195！8），　 C ・＝9！10か な る直線の 付近 に 分
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布して い る 。 また

0．002mm 以下 の

土 と液性限界 の 関

係は 図
一22 に 示す

が 幾分趣 きを 異 に

し，0．002mm 以

下 の 土 が 多 くなれ

ば液性限界 も大 き

く な る が ，
30％

付近 で コ ウ配が 異 な る 。 す

な わ ち 0．002mm 以下 の

土 が 30％ よ り小 きければ

　 　 3C＝
万

（W ・
− 25）・30％ よ

り大 き く な れ ば C ＝1！3

（WL − 25）とそ の コ ウ配 は

112 と な る 。
こ れ は 粘土粒

子 の 液性限界に お よぽ す影

響 は そ の 粒径 に よ り異な る とともに粘土の 本質的性質 と

も関係が あ り，今後興味深 い 課題 だ と思 う。 次 に 0．002
mm 以下 の 土と塑性限界 Wp との 関係 に つ い て A ＝
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Wp1C とす る と一般 に次 の よ うに い わ れ て い る 。   A

＜ 0．75 の 時不活性土 。   O．75＜ A〈 1．25 の 時普 通 土。

  A ＞ 1．25 の 時活性土 。 以上 の 関係を 図
一23 に示す が

こ れ に よれば活性 土 お よび活性土 に 近 い 普 通 土 に 示す が

こ れ に よれ ば活性土 お よび活性土 に近 い 普 通 土 が ほ とん

どを 占め る 。 ま た こ れに よ り当地方 の 粒度は モ ン モ リナ

イ ト系 の 鉱物 か らな る粘 土 が 大半を占め ，多少 イ ラ イ ト

系を含み ， 水 を大量 に 吸着 し含水比 の 広範囲に わ た っ て

塑 性状態 に あ る こ とを示す 。 ま た透水性は 小 さ く粘着性

は 大で あ る。な お粘土 は すべ て 活性 に せ よ不活性 に せ よ

液性限界 は粘土含有量 に 比例す る こ と に 違 い は な い
。
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成鉱物 な どに よ り

異、な っ た関係を 示

す こ とが わ か っ た

の で 今後引 き続 い
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　（3） 塑性図表

　 図一24 の よ うに

改訂 PR 法 に よれ

ば A −5，6 お よび

7 に 属 し ， 塑性的

な 土 で 大 きな 容積
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　以上 か ら粘土 と ア ッ ターベ ル ク限界 の 間に は 粒土粒子

の 粒径，粘土の 構
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変化を 示 し弾性の 強 い こ と示 し て い る。キ ャ サ グ ラ ン ド

土 と基 礎，11− 8

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

1
「

oo7

　 6D

§
韮 5。
碁
く0

　 4ti

30

　 圧縮・融 Ce〔cm ’／kg）

庄2　　 03　　 0．y．　　 G．5　　 0．6

　　　　「［
胸一孟 〔c、卜

06
　　）
30

，r　　　　●　　「　　　■

　o
ψ

「

　■
，，
一
．．

o

，．
・魯

　　・．呷
， ．
．儚

o　， 6

●

図一26

の 分類 に よればや は り高圧縮性 の シ ル トを有機質粘土 か

ら な る こ とを 示 して い る 。

　（4）　そ の 他
一

般 に 粘土 分が 多 くな る と間ゲ キ 比 e も

大 き くな り液性限界 も高い 値を示す こ とか ら間ゲ サ 比 と

液性 限 界 の 関 係を 謂べ た と こ ろ ， 図
一25 に 示す よ うに

　　　　　　　　　　　　　　　　　 報　　文一349

50e ＝O．9（WL ＋ 20） の付近 に 集中して い る 。 同 じよ う

に 含水比 と 圧縮指数 Cc と の 関係 につ い て 図
一26 の よ

うに w ＝・30！O．55（Cc ＋ 0．6／30） な る 直線 で 示 きれ る 。

　4． む　　す　　び

　以上 で 得 られ た 結果 は 不備 な 点 もある が 高価な機械 で

むず か しい 試験 も必要で はあ る が それ 以 前 に簡単な物理

試験を正確 に 行 な えばか な り信頼す る に 足 る データが得

られ る と と もに ，現在の 土質工 学で は そ れ だ け で 十分な

の で は な か ろ うか と思 う。な お 調査 は そ の 他 ，盛土基礎

地盛に沈 下量測定板 とあ わせ て 間ゲ キ水圧計を設置 し，

また 木曽川橋下部工 井筒 に 地震計，土圧計 ，水圧計 を 設

置 し 継続測定中 で あ り結果 を まと め て 報告 し た い と 思

う。

　最後 に 終始 ご指導 い ただい た三 沢所長 に 感謝 し ます 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （腐ミ稿受｛寸　1963．4 ，25）

九 州 支 部 だ よ り

講 習 会 の 実 施 報 告

　 7 月 18 日福岡市天神 ビ ル で 基 本土 質

力学講習会を 開催 し ， こ れに つ づ き ユ9，

20 日 の 2 日 問に わ た っ て 九州大学工 学

部 土 木実験室 に お い て 12 班 に 分か れ て

各種土質実験を行 な っ た 。 受講者 は講義

の み の 者 300 名 ，講義 と実 験 の 者 139 名

で 本支部創設以来の 盛況で あ っ た 。

　 な お 講師 お よ び題 目は 次 の とお りで あ

っ た 。

1．土 の 指数的性質

　　　　宮崎大学工 学部助教授

　　　　　　　　　 藤 本　　 広

2 ．土 の 浸 透

　　　　　　佐賀大学工学部助教授　渡　辺

3，土 の 圧 密

潔　一

　　　 農林省農業土木試験場佐賀支場第
一

室長

　　　　　　　　　　　　　　　　宮 　原　吉　秋

4．土 の 強 さ

　　　　　 九州大学農学部助教授 藤 川 武 信

5．土　　　圧

　　　　　 熊本 大 学工 学 部助教授 梶 原 光 久

6・斜面 の 安定

　　　　　　 九 州大学工 学部講師 徳 光 善 治

7．基礎地盤 の 力学

　　　　　 九州大学工 学部助教授　山　内　豊　聡

8．土 質 調 査　 ．

　　　 建設省九州地方建設局福岡国道事務所係長

　　　　　　　　　　　　　　　　座　親　勝　喜

ま た実験 種 日は次 の と お りで あ っ た。

1．平板載荷試験

2．突固め試験

3．透 水 試 験

4．直接セ ン 断試験

5．一車由圧縮試験

6．試料調整，粒度試験

7．CBR 試験

8’液性
・
塑性限界

9．標準貰入試験

10．比 重 試 験

11．圧 密 試 験

12．三 軸圧縮試験
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